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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車椅子の主車輪を圧接固定するタックルブレーキの取付け機構であって、車椅子のサイ
ドフレームに取着された補助フレームに嵌挿して固定する固定部と、該固定部に連接され
たメインパイプと、該メインパイプに冠着された前記タックルブレーキの位置を調節する
調節部と、該調節部に回動自在に軸着されてバネ部材が付勢された中軸部と、該中軸部に
タックルブレーキを固着するブレーキ取着部が回動自在に嵌挿され、前記ブレーキ取着部
が中軸部に穿設した孔にバネ部材が付勢されたピンで挿脱自在に固定することができるこ
とを特徴とするタックルブレーキの取付け機構。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明が属する技術分野】
車椅子の主車輪を圧接固定するタックルブレーキの取付け機構に関する。より詳しくは、
車椅子の主車輪を圧接固定するタックルブレーキの位置を主車輪に合わせて前後の調節が
可能なタックルブレーキの取付け機構に関する。
【０００２】
【従来の技術】
搭乗者自身が車椅子を操作して自走する場合も、介助者が車椅子を押して行動する場合に
おいても、車椅子に乗降するに際しては、車椅子が動かないように強固に固定する必要が
ある。このために車椅子の主車輪を圧接固定するタックルブレーキが装着されている。こ
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のタックルブレーキは車椅子の主車輪のタイヤに沿って設けられ、主車輪を圧接固定して
、車椅子を安定に停止させるために必ず必要とされているものである。このタックルブレ
ーキも主車輪のタイヤの空気圧が減少していたり、雨などでタイヤが濡れていたりすると
利きが悪くなり、車椅子への乗り降りや、坂道で停止する場合に大変危険である。
【０００３】
上記のような問題を解決するために、タイヤの状態によってタックルブレーキの位置を調
整する機構について考案されている。
【０００４】
特許文献においては、「長孔を有するブレーキ取付け部材に、把手付きブレーキ用押さえ
具を取り付ける摺動部を具備し、該ブレーキ取付け部材と該摺動部の圧接面を圧力方向に
対して斜設し、該摺動部に摺動方向に対して略垂直にレバー取付け部を突設し、該レバー
取付け部に支軸が偏心したレバーを設けたことを特徴とする車椅子用ブレーキ調整装置。
」が報告されている。
【０００５】
特許文献の装置においては、支軸の偏心したレバーを操作するだけでブレーキ位置の固定
、移動が即座にできるとされている。しかし、ブレーキ位置の固定、移動を行なうために
、支軸の偏心したレバーを操作してタックルブレーキの位置を適度に移動させようとして
も、弾力性のあるタイヤで押し戻されてしまう。こためにタックルブレーキを適正な位置
で、固定することが困難である。さらに、微調整が難しいという問題を有していた。
【０００６】
【特許文献】
実用新案登録第３０７５１１３号公報
【０００７】
【発明が解決する課題】
本発明は、車椅子に取着するタックルブレーキの位置を固定、移動することが容易で、且
つ、微調整のできるタックルブレーキの取り付け機構を提供するものである。
【０００８】
【課題を解決する手段】
上記課題を解決するために、本発明者は鋭意研究を重ねた結果、車椅子の主車輪のタイヤ
の空気圧が低下したり、雨などによってタイヤが濡れて、タイヤを圧接固定するタックル
ブレーキの利きが悪くなった場合に、簡単に位置の調節ができるタックルブレーキの取り
付け機構を完成した。
【０００９】
本発明の特徴は、車椅子の主車輪を圧接固定するタックルブレーキの取付け機構であって
、車椅子のサイドフレームに取着された補助フレームに嵌挿して固定する固定部と、該固
定部に連接されたメインパイプと、該メインパイプに冠着された前記タックルブレーキの
位置を調節する調節部と、該調節部に回動自在に軸着されてバネ部材が付勢された中軸部
と、該中軸部にタックルブレーキを固着するブレーキ取着部が挿嵌されていることを特徴
とするタックルブレーキの取付け機構である。車椅子のサイドフレームと主車輪の間に補
助フレームを設けて、この補助フレームにタックルブレーキの取り付け機構の固定部を挿
嵌してネジで固定するだけでよく、車椅子への取付けが容易である。タックルブレーキの
取り付け機構の前方部に設けられた調節部を回動させるのみで、タックルブレーキの位置
が前後に調節することできるので、片手でタックルブレーキの利き具合の調整が簡単にで
きる。
【００１０】
本発明の別の特徴は、中軸部に挿嵌されたタックルブレーキを固着するブレーキ取着部が
中軸部に穿設した孔に挿脱自在のピンで固定可能であることを特徴とする請求項１に記載
のタックルブレーキの取付け機構である。タックルブレーキの位置を調節した後、中軸部
に挿嵌されたタックルブレーキを固着するブレーキ取着部を中軸部に穿設した孔に挿脱自
在のピンで固定することによって、タックルブレーキを最も効果を発揮する位置で固定す
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ることができる。
【００１１】
【発明の実施の態様】
本発明の実施の態様を以下に図面に沿って説明するが、本発明は以下の実施例に限定され
るものではない。
【００１２】
車椅子は図１に示すように、車椅子の後部フレーム１１にハンドル１２とブレーキレバー
１３が設けられている。主車輪１６の制動は主車輪１６に設けられたドラムブレーキが前
記ブレーキレバー１３の操作がワイヤーによって伝えられて、主車輪１６に制動がかかる
。ドラムブレーキとは別に装着されるタックルブレーキは、主車輪１６の近傍に設けられ
、主車輪１６を直接圧接固定して、車椅子を駐車する時に使用される。
【００１３】
本発明のタックルブレーキ取付け機構１００は、図１に示す座部１８が設けられているサ
イドフレーム１４と主車輪１２の間にタックルブレーキ取り付け機構１００の固定部３２
を挿入するための補助フレーム２０を取着する。この補助フレーム２０に図３に示すタッ
クルブレーキの取り付け機構１００の固定部３２を挿入して、ネジにより固定する。補助
フレーム２０に固定されたタックルブレーキ取り付け機構１００のメインパイプ３１には
、図３に示すメインパイプ３１に冠着されたタックルブレーキの位置を調節する調節部２
１と、この調節部２１に回動自在に軸着されてバネ部材２８が付勢された中軸部２７があ
り、この中軸部２７にタックルブレーキを固定するブレーキ取着部２４が軸支されている
。
【００１４】
タックルブレーキ取り付け機構１００は図２に示すように、車椅子に設けられた補助フレ
ーム２０にメインパイプの固定部３２を嵌挿して補助フレーム２０のネジ孔３４の位置で
ネジで強固に固定されている。メインパイプ３１の端部にタックルブレーキ４２の位置を
調節する調節部２１があり、この調節部２１の中心に中軸部２７が固着されている。中軸
部２７にはバネ部材２８とタックルブレーキ取着部２４が嵌挿されている。タックルブレ
ーキ取着部２４の先端に設けられたネジ孔２５にタックルブレーキ４２がネジで固着され
ている。
【００１５】
タックルブレーキ取着部２４の上部に設けられたツメ２２を立てるとバネ部材が付勢され
たピン２３が中軸部２７より抜けて、中軸部２７が固着された調節部２１が回転自在とな
る。調節部２１を回転させるとメインパイプ３１に螺刻されたネジ山３０上を調節部２１
が前後する。前記ピン孔２６は中軸部２７の中程に貫通しない孔が上下に２箇所設けられ
ており、ツメ２２を元の位置に戻して調節部２１を前後に軽く動かすと、ピン２３が中軸
部２７上に設けられたピン孔２６に挿入して中軸部２７と中軸部２７に取着されたタック
ルブレーキ取着部２４が所望の位置で固定される。
【００１６】
タックルブレーキ取着部２４を所望の位置に調節する場合は、ツメ２２を立ててピン２３
を抜き、調節部２１を前後に回転させると、調節部２１の中心部に固着された中軸部２７
も回転しながらメインパイプ３１内を前後して、この中軸部２７に嵌挿されたタックルブ
レーキ取着部２４は調節部２１に押されて、または中軸部２７に挿嵌されたバネ部材２８
に押されて中軸部２７上を前後に移動する。所望の位置でツメ２２を元の位置に戻し、中
軸部を軽く前後に回すと中軸部２７に設けられた上下のピン孔２６のいずれかにピン２３
が挿入されて固定される。このように調節部２１がメインパイプ３１のネジ山３０に沿っ
て移動し、タックルブレーキ取着部２４に取着されたタックルブレーキ４２の位置の調節
が可能となっている。
【００１７】
さらに、タックルブレーキ取り付け機構１００の構造を詳細に示すと、図３に示すように
補助フレーム２０にメインパイプ３１の固定部３２を挿入して、固定部のネジ孔３３と補
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助フレーム２０のネジ孔３４の位置を合わせてネジでメインパイプ３１を補助フレーム２
０にしっかりと固着する。メインパイプ３１の末端部に切られたネジ山３０と調節部２１
の内面に切られたネジ山２９とが螺合する。調節部２１の中央に中軸部２７が固着されて
おり、この中軸部２７にタックルブレーキ取着部２４とバネ２８が嵌挿されている。タッ
クルブレーキ取着部２４に設けられたタックルブレーキ取着用ネジ孔２５にタックルブレ
ーキをネジで取着し、主車輪１６に押接部４３が当接するように、タックルブレーキ取着
部２４の中程に設けられた複数個の調節用ネジ孔３５の適当な位置で固定する。タックル
ブレーキ取着に設ける調節用のネジ孔はタックルブレーキの角度を調節して、主車輪に押
接部が適切に当接するように調節するものであり、ネジ孔の数は特に限定されるものでは
なく、２個以上であればよい。
【００１８】
　上記のようにタックルブレーキを主車輪に当接するように調節した後、さらに、微調整
するために、ツメ２２を立ててタックルブレーキ取着部２４の上部に設けられたバネが付
勢されたピン２３を抜いて、調節部２１を回転させて、タックルブレーキの押接部４３が
主車輪１６を強固に固定する位置に調節する。調節後、ツメ２２を元の位置に戻して、ピ
ンをピン孔２６に係合させてタックルブレーキ取着部２４を固定する。このように調節部
２１がメインパイプ３１上を前後する結果、中軸部２７に取着されたタックルブレーキ取
着部２４が調節部２１に押されて前進し、中軸部２７に挿嵌されたバネ２８により後退す
ることにより、タックルブレーキ取着部２４が前後に移動して、タックルブレーキ４２を
最適の位置で固定させることができる。
【００１９】
【発明の効果】
本発明のタックルブレーキ取り付け機構は、車椅子に簡単に取り付けることができるとと
もに、タックルブレーキの位置の調整が片手で容易にできる。また、ネジによる調整であ
るので微調整が可能である。
【図面の簡単な説明】
【図１】車椅子の斜視図
【図２】タックルブレーキ取り付け機構の斜視図
【図３】タックルブレーキ取り付け機構の分解斜視図
【符号の説明】
１００：タックルブレーキの取り付け機構
１１：後部フレーム
１２：ハンドル
１３：ブレーキレバー
１４：サイドフレーム
１５：前部フレーム
１６：主車輪
１７：キャスター
１８：座部
１９：フットレスト
２０：補助フレーム
２１：調節部
２２：ツメ
２３：ピン
２４：タックルブレーキ取着部
２５：タックルブレーキ取着用ネジ孔
２６：ピン孔
２７：中軸部
２８：バネ部材
２９：ネジ山
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３０：メインパイプネジ山
３１：メインパイプ
３２：固定部
３３：ネジ孔
３４：補助フレームネジ孔
３５：調節用ネジ孔
４１：タックルブレーキ操作レバー
４２：タックルブレーキ
４３：押接部

【図１】 【図２】
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【図３】
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